
第
六
一
回
全
国
大
会
が
六
月
九
・

十
日
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
中
国
交
回
復
四
十
周
年
の
年
に

開
催
さ
れ
る
大
会
に
、
仲
間
づ
く
り

目
標
を
達
成
し
て
迎
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
中
国
脅
威
論
が
強
化
さ
れ

る
中
で
、
千
三
百
名
近
く
の
入
会
者

が
あ
り
、
自
信
を
持
っ
て
四
百
名
以

上
の
増
勢
で
大
会
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

漫
画
展
の
開
催
や
中
国
ツ
ア
ー
の

参
加
者
か
ら
、
こ
れ
ま
で
全
く
接
点

の
な
か
っ
た
人
達
が
入
会
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
一
年
で
繋
が
り
を
持
っ

た
人
び
と
に
思
い
切
っ
て
入
会
・
購

読
を
呼
び
か
け
大
会
を
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

大
阪
府
連
か
ら
も
各
支
部
で
の
活

動
を
活
性
化
さ
せ
、
会
員
を
増
や
し

て
大
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
五
八
回
大
阪
府
連
大
会
は
、
七

月
八
日
午
後
二
時
か
ら
高
槻
市
摂
津

峡
山
水
館
で
開
催
し
ま
す
。
大
阪
府

連
創
立
六
〇
周
年
記
念
の
祝
賀
会
も

行
い
ま
す
。
古
く
か
ら
の
会
員
も
、

新
し
い
方
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
中
国
交
回
復
四
〇
周
年
記
念
平

和
ツ
ア
ー
『
上
海
・
南
京
五
日
間
』

を
十
一
月
中
旬
に
開
催
予
定
で
す
。
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六
月
に
東
京
で
全
国
大
会

日
中
国
交
回
復
四
十
周
年
記
念

府連通信

日
中
友
好
協
会
で
は
毎
年
制
作

し
て
い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
「
中
国
悠

久
の
旅
」
へ
掲
載
す
る
写
真
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

中
国
旅
行
で
出
会
っ
た
風
景
や

世
界
遺
産
、
生
活
や
風
習
、
行
事

な
ど
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
、

記
念
の
写
真
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
六
月
一
日
で
す
。

【
募
集
要
項
】

応
募
枚
数
は
一
人
二
〇
枚
ま
で

写
真
の
大
き
さ
は
ハ
ガ
キ
大
以
上

写
真
の
向
き
は
表
紙
は
タ
テ
、

一
月
か
ら
十
二
月
は
ヨ
コ

デ
ジ
カ
メ
で
の
撮
影
は
、
千
万

画
素
数
以
上
が
望
ま
し
く
、
写
真

用
紙
に
印
刷
し
て
応
募
し
て
下
さ

い
。＊

応
募
写
真
の
返
却
は
出
来
ま
せ
ん

問
合
せ
は
日
中
友
好
協
会
本
部
へ

０
３
ー
３
２
３
４
ー
４
７
０
０

四
月
二
日
よ
り
第
九
十
六
期
・

中
国
語
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
一
週
間
前
に
開
催
さ
れ
た

「
入
門
レ
ッ
ス
ン
」
に
は
二
十
二

名
の
参
加
が
あ
り
、
中
国
語
へ
の

関
心
の
深
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

中
国
と
の
交
流
・
友
好
を
深
め

る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
相
互
理

解
で
す
。
そ
の
た
め
、
相
手
の
国

の
言
語
を
学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
中
国
の
文
化
を
理

解
し
、
正
し
い
中
国
語
を
身
に
付

け
る
こ
と
こ
そ
必
要
で
す
。

当
協
会
の
中
国
語
講
座
は
四
十

年
以
上
の
歴
史
を
も
ち
、
受
講
生

に
低
価
格
で
内
容
の
充
実
し
た
授

業
を
提
供
す
る
こ
と
を
基
本
理
念

に
し
て
き
ま
し
た
。

発
音
の
基
礎
学
習
か
ら
始
ま
っ

て
、
日
常
会
話
や
旅
行
・
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
活
用
で
き
る
中
国
語
の
学

習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が

中
国
語
を
学
ば
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
国
語
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

中
国
語
講
座
始
ま
る
・
途
中
入
学
も
可

中国人との日常会話ができることをめざしています。

会員・学生割引あり、紹介キャンペーン図書券を贈呈

途中入学可（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・４８，０００円 入学金・１８，０００円

二科目受講は９６，０００円を７２，０００円に割引

＊プライベートレッスンも随時受付中です。

中国語講座・開講中
大阪府内と関西のきりえサークル会員・愛好家・

作家の近作を展示します。ぜひご来場下さい。

５月１８日(金)～５月２３日(水) 入場無料
１０：００～１８：００（最終日は１５：００）

エル・おおさか９階ギャラリー(府立労働センター）

主催：全大阪きりえ連絡会 TEL：06-6354-0102

第３５回 全大阪きりえ美術展

昨年・豊橋市での第６０回全国大会

カ
レ
ン
ダ
ー
「
中
国
悠

久
の
旅
」
写
真
募
集
中

訃

報
長
年
、
日
中
大
阪
府
連
の
中

国
語
講
座
で
講
師
を
さ
れ
て
い

た
、
西
村
正
邦
さ
ん
が
三
月
一

九
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
八
三
歳

三
〇
年
以
上
に
わ
た
る
個
性

的
な
楽
し
い
授
業
は
、
多
く
の

受
講
生
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

七
月
に
高
槻
・
摂
津
峡
・

山
水
館
で
府
連
大
会
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中
国
の
発
電
割
合
は
、
火
力
発

電
が
ダ
ン
ト
ツ
で
七
〇
数
％
、
三

峡
ダ
ム
な
ど
水
力
が
十
五
％
前
後
、

風
力
、
天
然
ガ
ス
に
至
っ
て
は
約

二
％
、
原
子
力
発
電
も
同
様
で
す
。

そ
の
中
で
経
済
発
展
に
伴
う
電

力
不
足
と
、
環
境｢

公
害
問
題｣

を

解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
原
発
建

設
の
計
画
は
当
初
六
〇
基
程
度
計

画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の

福
島
原
発
の
事
故
の
影
響
で
足
踏

み
を
し
な
が
ら
も
、
安
全
基
準
の

見
直
し
と
、
安
全
第
一
の
厳
格
な

運
用
に
力
を
入
れ
目
標
を
達
成
す

る
方
針
の
よ
う
で
す
。
現
在
十
四

基
の
原
発
が
稼
働
し
、
二
七
基
前

後
の
建
設
や
建
設
準
備
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
沿
海
付
近

に
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
計

画
で
は
内
陸
部
の
電
力
需
要
に
応

え
る
た
め
、
建
設
候
補
地
は
内
陸

部
も
増
加
。
当
初
よ
り
建
設
候
補

地
の
審
査
は
厳
し
く
な
り
、
中
国

各
地
で
起
き
て
い
る
地
震
に
つ
い

て
は
、
過
去
千
年
間
に
地
震
が
起

き
た
場
所
は
不
適
格
と
い
う
基
準

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
よ
り

安
全
な
第
三
世
代
型
（
米
国
の
Ａ

Ｐ1
0
0
0

加
圧
水
型
）
や
（
欧
州
の

Ｅ
Ｐ
Ｒ
加
圧
水
型
）
の
改
良
版
を

計
画
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今

ま
で
の
地
震
は
原
発
の
な
い
所
で

発
生
し
幸
運
だ
っ
た
の
か
、
こ
れ

か
ら
原
発
増
え
れ
ば
好
運
だ
け
で

は
済
ま
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
核
を
持
た
な
い

日
本
が
、
世
界
に
向
け
て
核
兵
器

を
無
く
せ
と
主
張
し
、
率
先
し
て

原
発
を
順
次
廃
止
す
る
ド
イ
ツ
と

日
本
が
手
を
組
み
、
中
国
や
世
界

に
『
脱
原
発
』
を
と
叫
び
た
い
。

そ
し
て
人
類
が
放
射
能
の
危
険
か

ら
解
放
さ
れ
る
喜
び
を
、
世
界
中

の
人
々
と
分
か
ち
合
い
た
い
も
の

で
す
。

(

大
阪
府
連
常
任
理
事
・
松
原
弥
寿
夫
）

中
国
の
総
発
電
量
四
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト

原
発
の
安
全
基
準
を
見
直
す

三
月
下
旬
、
中
国
貴
州
省
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
に
な
じ
み

が
薄
い
貴
州
省
で
す
が
、
マ
オ
タ
イ

(

茅
台)

酒
の
産
地
で
あ
り
、
中
国

三
国
時
代
の
夜
郎
族
の
故
地
と
言
え

ば
「
あ
ぁ
」
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
中
国
南
部
奥
地
の
高
原
地
帯
で
、

七
割
が
カ
ル
ス
ト
地
形
で
あ
り
、
少

数
民
族
も
多
く
、
私
た
ち
が
訪
ね
た

時
は
、
菜
の
花
が
満
開
で
、
棚
田
一

面
の
菜
の
花
畑
は
絶
景
で
し
た
。

最
初
の
観
光
地
は
東
洋
一
の
「
黄

果
樹
瀑
布
」
で
高
さ
七
四
ｍ
、
幅
八

四
ｍ
あ
り
、
滝
の
裏
側
を
通
り
抜
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貴
州
省
は
晴

れ
の
日
が
少
な
い
の
で
す
が
、
訪
れ

た
時
は
ち
ょ
う
ど
太
陽
が
現
れ
、
滝

壺
に
虹
が
出
て
い
ま
し
た
。
途
中
に

鍾
乳
洞
「
竜
宮
洞
」

が
あ
り
、
小
舟
に
の

り
観
光
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
ブ
イ

（
布
衣
）
族
が
多
く
、

屋
根
を
石
灰
岩
の
石

で
葺
い
た
住
居
が
目

立
ち
ま
す
。

翌
日
は
省
都
か
ら

二
五
〇
キ
ロ
離
れ
た

凱
里
市
か
ら
更
に
山

奥
に
入
っ
た
ミ
ャ
オ

（
苗
）
族
の
村
落
を

二
か
所
訪
ね
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ミ
ャ
オ
族
は
帽
子
や
衣

装
に
銀
の
飾
り
を
沢
山
つ
け
て
お
り
、

本
当
に
き
れ
い
で
す
。
こ
の
当
り
は

杉
が
豊
富
で
住
居
は
木
造
、
一
階
は

家
畜
小
屋
、
二
階
が
住
居
、
三
階
が

農
産
物
貯
蔵
と
い
う
の
が
一
般
的
の

様
で
す
。
し
か
し
、
出
稼
ぎ
に
出
て

い
る
の
か
、
青
年
の
姿
は
見
え
ま
せ

ん
。五

日
目
は
省
都
貴
陽
市
の
郊
外
の

大
き
な
公
園
と
古
い
街
並
み
「
青
岩

古
鎮
」
で
す
。
公
園
は
平
日
な
の
に

太
極
拳
や
踊
り
、
散
歩
す
る
「
老
人
」

で
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

貴
州
省
は
中
国
で
も
最
も
貧
し
い

省
で
す
。
七
年
前
に
旅
行
し
た
時
、

郊
外
に
広
大
な
「
開
発
区
」
を
造
成

中
で
し
た
。
「
こ
ん
な

開
発
を
し
て
埋
ま
る
の

か
な
ぁ
」
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
見
事
な
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
鉄
道
、
地
下

鉄
、
高
速
道
路
の
工
事

が
進
め
ら
れ
、
高
層
ビ

ル
建
設
の
ク
レ
ー
ン
が

立
ち
並
び
、
中
国
経
済

の
力
強
さ
を
実
感
し
た

旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。

黄
果
樹
瀑
布
と
苗(

ミ
ャ
オ)

族
を
訪
ね
て

菜
の
花
の
咲
く
中
国
貴
州
省
の
旅
（
徳
道
光
宏
）

大
阪
西
支
部
四
月
行
事
は
、
藤

原
定
家
が
小
倉
百
人
一
首
を
撰
集

し
た
と
さ
れ
る
嵐
山
か
ら
小
倉
山

へ
行
き
ま
し
た
。

桜
の
開
花
が
遅
れ
た
休
日
で
、

山
に
登
る
ま
で
大
変
な
人
混
み
で

し
た
。
東
海
道
自
然
歩
道
を
歩
き
、

嵐
山
亀
山
公
園
で
は
、
中
国
の
総

理
で
あ
っ
た
周
恩
来
が
、
京
都
留

学
中
に
作
っ
た
詩
「
雨
中
嵐
山
」

の
石
碑
を
横
に
見
な
が
ら
、
頂
上

を
目
指
し
ま
し
た
。

な
だ
ら
か
な
坂
を
登
り
、
上
へ

上
へ
と
登
っ
て
い
く
の

で
す
が
、
し
ば
ら
く
い

く
と
登
る
の
で
は
な
く

横
へ
行
き
ま
す
。
京
都

の
街
が
一
望
出
来
る
少

し
開
け
た
場
所
を
、
地

元
の
方
は
頂
上
と
定
め

て
い
る
ら
し
く
、
私
た

ち
も
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
っ
て

来
て
い
た
だ
い
た
お
弁
当
を
味
わ

い
ま
し
た
。

帰
り
は
松
尾
芭
蕉
ゆ
か
り
の
お

寺
を
巡
り
、
嵐
山
・
中
之
島
へ
行

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
は

日
中
京
都
府
連
が
府
民

や
市
民
の
方
に
呼
び
か

け
て
、
日
中
戦
争
か
ら

三
〇
年
後
の
１
９
６
８

年
七
月
に
建
立
さ
れ
た

不
再
戦
の
石
碑
が
あ
り

ま
す
。
清
水
寺
の
貫
主

で
あ
っ
た
大
西
良
慶
さ

ん
が
揮
毫
さ
れ
た
不
再

戦
の
石
碑
で
、
平
和
の

願
い
は
重
々
し
い
も
の

で
し
た
。
石
碑
の
前
で
、
二
四
式

太
極
拳
を
行
い
、
花
見
客
か
ら
注

目
を
浴
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
十

名
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
清
々
し
い

気
持
ち
で
散
会
し
ま
し
た
。(

Ｈ
）

桜
満
開
の
小
倉
山
へ
ハ
イ
キ
ン
グ

嵐
山
不
再
戦
石
碑
の
前
で
太
極
拳


